
１回目（10：30～12：00）／２回目（14：00～15：30）

2026年度 第52回創価大学秋季大学講座

学びを深める多彩な講師陣とテーマ １回目（10：30～12：00）／２回目（14：00～15：30）学びを深める多彩な講師陣とテーマ学びを深める多彩な講師陣とテーマ
学びの秋! さぁ、あなたも1日創大生に!

※内容は同一です

国際関係から平和を考える
1中山 雅司 教授［法学部］ ［国連入門 －危機の時代に平和を考える－］

2杉本 一郎 学部長［国際教養学部］ ［挑戦と応戦で読み解くシンガポール発展の軌跡］

3樋口 直樹 准教授［法学部］ ［イスラエルはなぜ戦い続けるのか？］

4堀江 良一 客員教授［学士課程教育機構］  ［人間の安全保障とアフリカ －スーダンを中心に－］

5山本 栄二 客員教授［学士課程教育機構］  ［韓国社会の変化と日韓関係］

親子以外の方の参加も大歓迎です
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戦争や核、気候変動、格差、難民、AIの進歩など諸課題を抱える世界において、国連は“平和の砦”になれるのでしょうか。
危機の時代における国連の役割と課題、そしてあらためて「平和」について考えてみたいと思います。

グローバル都市として世界有数の豊かさを実現したシンガポール。その発展の歩みを、長期にわたる歴史的視点と
最新の経済史研究に基づき紐解きます。

2023年秋に始まったパレスチナ・ガザ地区に対するイスラエルの攻撃は、後ろ盾の米国を巻き込んでレバノンからイランへと拡大。
イスラエルはなぜ戦い続け、どこへ向かうのか。現地での調査結果をもとに考察します。

国家の安全保障ではなく人間一人一人に焦点を当てた人間の安全保障。その理念が実際の対アフリカ外交でどう実施されているか。
特命全権大使を勤めたスーダンでの経験を踏まえて分かりやすくお話しします。

40年以上にわたり外交官として或いは個人として韓国に関与し観察してきた講師が、韓国社会の変化と日本とのかかわりについて、
節目節目の体験を踏まえて解説し、共に学んでいきます。

親子で学ぶ大学講座　
9崔 　龍雲 教授［理工学部］ ［世界に挑むロボットたち！ ロボカップの魅力とSOBITSの挑戦］

10丸田 晋策 教授［理工学部］ ［生きもののすごいひみつ！ － 体の中の小さな機械と未来のものづくり－］

11野村 佐智代 教授［経済経営学部］ ［地球をまもる大作戦！現役創大生と学ぶ「モノ」のヒミツ］

12上山 伸幸 准教授［教育学部］ ［絵本の比べ読み  －「おおきなかぶ」は、どう抜けた？－］

13森下 　達 准教授［文学部］ ［キャラクター文化とステレオタイプ］

本講座では、ロボットの世界大会「ロボカップ」の魅力と共に、創価大学のチーム「SOBITS」が世界に挑む姿を、映像を交えて分かりやすく紹介します。
人工知能を搭載したロボットは、どうやって家事を手伝い、人と会話するのでしょうか。最先端のロボット研究の面白さを、親子で一緒に体験してみませんか。

生きものの体の中でくるくる回るモーターや荷物を運ぶ小さな機械、そして植物がつくる不思議な材料を楽しく学び、
それらを生かした未来の薬や環境にやさしいものづくり、食品ロスを減らす研究を紹介します。

環境マネジメントの視点からモノの未来を学ぶ親子講座！フードロスや服・紙の「資源循環」に挑む大学生の実践紹介や
ミニ講義、クイズを通し、社会の仕組みを楽しく探究します。今日からできる地球に優しい作戦を見つけよう！
（or普段の暮らしがガラリと変わるヒント満載です！）

絵本の絵と言葉には、作者の見方・考え方があらわれています。
この講座では、小学校の国語教科書にも採録されている「おおきなかぶ」の比べ読みを通して、絵本の世界を楽しみます。

本講座では、キャラクター表現の背後に潜むステレオタイプ認識に目を向けます。
キャラクターは私たちが共有する「思いこみ」によって成り立っており、この種の思いこみは、差別や偏見などの社会問題にも繋がります。

いのちと科学の最先端
6篠宮 紀彦 副学長［理工学部］ ［人間の限界へ挑むフィジカルAIと箱根駅伝］

7黒沢 則夫 学部長［理工学部］ ［世界秘境の旅  －熱帯のジャングルから南極まで－］

8テイラー幸恵 特任講師［糖鎖生命システム融合研究所］［生まれてから老いるまで －遺伝子・タンパク質・糖鎖が支える生命のしくみ－］

現在、注目されている「フィジカルAI」の基礎と脅威について解説し、スポーツの典型である箱根駅伝を例に、ロボットにはない人間の肉体
の価値や感動の正体を考察し、人類が向かうべき未来像を紐解きます。

熱帯のジャングル、海底火山、北極圏の永久凍土地帯、そして南極大陸まで、未知の生物を求める探検は、
世界各地の自然や文化に触れる旅でもありました。これらの日々を、たくさんの写真とともに皆さんとふり返ります。

ヒトの体は遺伝子の情報をもとにタンパク質を作り、糖鎖によって細胞同士が協調しています。
ライフステージごとに変化する生命の仕組みを最新研究とともに解説します。

［親子特典］小・中学生のお子様は参加無料！



※オンライン講座の実施はございません

社会課題解決への創価大学の挑戦
14掛川 三千代 教授［経済経営学部］ ［持続可能な未来を創る力 －気候変動の学びと大学生の取り組み－］

15安田 賢憲 教授［経済経営学部］ ［大学生に学ぶ社会課題の解決法：人を幸せにする発想法］

16西川 ハンナ 教授［文学部］ ［「桑の日」から考える福祉のまちづくり］

昨今の季節外れの暑さや局所的な大雨。私達は、既に気候変動の影響を経験しています。
何が原因で、このようなことが起きているのかを理解し、どのような取組ができるかを一緒に考えていきます。また、創大での学びや、
学生の研究に基づく活動などを含めた実例も紹介します。持続可能な未来を創るため、是非、一緒に考え、行動していきませんか。

人のために行動する力はどのように育まれるのか。
創価大学生の社会課題解決への挑戦を題材に、デザイン思考の考え方と実践をわかりやすく学びます。

東京都八王子市で開催されている「桑の日ウェルフェス」を事例に、学生が地域住民や企業、商店街と協働しながら
企画・運営する実践を紹介します。多世代・多主体のつながりから生まれる福祉のまちづくりと地域共生社会の可能性について考えます。

豊かなくらしと健康の知恵
17佐々木 諭 学部長［看護学部］ ［人生100年を健やかに －創立者の健康の智慧に学ぶ－］

18遠藤 幸彦 教授［教育学部］ ［知っておきたいメンタルヘルスの話 －心の安全保障－］

19長沼 貴美 教授［看護学部］ ［孫に好かれ、子ども世代に頼られる関わり方のヒント］

人生100年時代を健やかに生きるための智慧を、創立者の健康観を手がかりに考えます。
健康長寿やウェルビーイングに関する現代の健康科学の知見も交え、心身ともに充実した生き方のヒントを探ります。

創立者は予防医学にいち早く着目し、ストレス社会におけるメンタルヘルスについて論じられてきました。
精神科医の立場から身近な「心の安全保障」について考え、心の健康・励まし・相談の3つのポイントを語ります。

子育て環境が変化する中で、祖父母と子ども世代・孫とのちょうどよい距離感を見つめ直す。
関わり方やコミュニケーションの工夫を通して、すれ違いを防ぎ、無理なく続く関係づくりを一緒に考えます。

新しい扉を開く語学の力
20ダニエル・ササキ 准教授［国際教養学部］ ［【英会話】外国人になりきってコミュニケーション］

21李 　　丹 准教授［文学部］ ［【中国語】楽しく中国語初級会話を学びましょう］

22町田 小雪 講師［学士課程教育機構］ ［【韓国語】ハングルを学び自己紹介と日常会話に挑戦してみよう］

この授業では、「外国人家族」になってもらいます。英語の名前をそれぞれ決め、家族としての関係性をつくり上げ、趣味・職業も設定します。
そして一つの外国人家族として、他の国（クラスメート）の人と英語で交流します。実力問わず、英語で話してみたいという思いがあれば、
是非参加して下さい！新しい自分を発見できるかもしれません。

本講座は、中国語入門レベルの学習者を対象とし、中国語の正しい発音と基本的な文型を学びながら、簡単な挨拶や中華料理の注文など、日
常生活ですぐに使える表現を身につけ、ネイティブとの会話を楽しく体験していただく講座です。

ハングル(文字)の仕組みと発音を学習し、自己紹介に挑戦してみましょう。
また日常生活で使われるあいさつや、韓国ドラマでよく耳にするフレーズなどを使って話してみましょう。

希望の世紀へ 創価の哲学
23伊藤 貴雄 教授［文学部］ ［分断の時代に希望はあるか？  －哲学と創価教育から考える－］

24亀田 多江 教授［創価女子短期大学］ ［女性が輝く時代へ  －「マリー・キュリーを語る」に学ぶ－］

25松森 秀幸 教授［文学研究科］ ［天台智顗と章安灌頂］

民主主義の危機が語られる今、創価大学で開催される世界市民教育国際シンポジウムの議論も踏まえながら、対立と分断の時代をどう生きる
かを考えます。創価教育が提唱する対話・価値創造・世界市民の理念の現代的意義を探ります。

平和と調和の社会へ、女性の力が輝く時代。波乱の生涯にあって人類への多大な貢献を果たしたマリー・キュリーの生き方を通して語られ
た、創立者の励ましの言葉を学び、未来を拓く力にしていきましょう。

『法華玄義』『法華文句』は、天台智顗の講義を弟子の章安灌頂が編纂した著作です。今回の講座では、灌頂が歩んだ半生を、彼自身の記述
を中心にたどりながら、彼が智顗の業績を後世にどのように伝えようとしたのかを考えてみたいと思います。


